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   2018 霧島山系噴火 

緒方
お が た

 一
いち

  株式会社海洋計画 

１．はじめに 

   2018/03/01 霧島山系のうち新燃岳が噴火した。また 2018/04/19 同山系硫黄山が噴火

した。硫黄山の噴火は 250 年ぶりといわれている。気象庁の有史以降の火山活動資料

によれば 1768（明和 5 年）韓国岳で山体崩壊（えびの A テフラ）という記載がある。

（文献 1）2011/01/19 の新燃岳噴火から約 7 年が経過したので少し比較考察する。 

２．降下物調査 

   2018/03/07 国道 223 号上 3 カ所で（○）降灰採取をした。新燃岳火口から 6km から

7ｋｍの位置でほぼ同心円上にあたる。（図－1）噴煙を UAV で空撮したが、良好な

画像は取得できなかった。降灰 

状況は（写真－1）に示す通りで 

ある。 霧島神宮の案内板は 

（写真－2） のようになってい 

た。降灰厚さは、2011 年の宮崎市 

内の降灰堆積状況とほぼ同じであ 

る。同年の降灰採取では最大径 

6mm ほどを都城市山田町で採取 

している。小雨と強風のなかで 

吹き上がる白煙を UAV で撮影し 

た。（写真－3） 

顕微鏡で降灰粒子を観察したが、 

2011 年のものと大きな差はなか 

った。                 図－ 1 降灰採取位置（〇印） 

 

                      

 

 

 

 

                        

 

 

   写真－1 降灰状況         写真－２ 霧島神宮案内板 降灰が付着 

  今回の一連の噴火は、小規模ながら産業や社会生活に与えた影響は大きい。日本国内

であるいは地球規模で火山活動が活発化しているようにも思える。硫黄山からのヒ素汚

染水の流下は、自然災害の多様性を示唆している。前回の噴火から 7 年が経過し、様相

は異なっている。（文献 2）日高変成帯と同様の熱水変質ヒ素汚染が存在する。（文献 3） 
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